
                                           

 

 

 

 

 

「登米市」及び「栗原市」の水道事業における安定的な水供給に 

向けた相互連携協力に関する協定の締結について 

 
近年自然災害の発生が顕著となる中、生活基盤の基礎である「水」の更なる安定供給

に向け、住民サービスの向上を図っている「登米市」及び「栗原市」が、行政区域を越
えて、様々な取組を連携することに合意し、協定締結に至りました。 
両市の合意内容は、①支所や指定避難所などの重要施設が立地する地域に対して、災

害時にライフラインの柱である「水」が早期に供給できるように、双方からのバックア
ップが可能となる水道の緊急時連絡管を新設すること、②水道経営を安定させるための
資機材の融通や共同調達、③従事職員の技術継承・向上のための研修会の共同開催など
を進めていくものです。 
宮城県としては、県面積の約２割を占める両市の取組は、県全体の災害時の対応強化、

そして人口減少時代に向けた経営改善につながるものと認識しており、県内外に拡大し
てまいりたいと考えております。 
つきましては、下記日程により、協定締結式を開催いたしますので、是非取材いただ

きますようお願いいたします。 
 

記 

１ 日  時 令和７年１月３１日（金） 午前１０時５５分から午前１１時１５分まで 

   

２ 場  所 宮城県行政庁舎 ４階 庁議室 

（仙台市青葉区本町３－８－１） 

 

３ 出席者  登米市長   熊谷 盛廣 

栗原市長   佐藤 智 

           宮城県知事  村井 嘉浩 

 

４ 内  容 協定内容説明、協定書署名、出席者挨拶、記者質疑応答、写真撮影 

 

５ 取 材 事前の登録等は不要です。開催時間までお集まりください。 

 

６ 両者の紹介 

（位置図） 

 

 

 

 

宮城県北部に位置 

登米市  ①人口  約７万２千人 

②特産品 環境保全米・登米産牛 

③上水道給水開始 平成 17 年 

栗原市  ①人口  約６万１千人 

②特産品 イワナ、れんこん 

③上水道給水開始 平成 17 年 

※両市とも合併により平成 17 年設立 

記 者 発 表 資 料 

令 和 ７ 年 １ 月 ２ ７ 日 

土 木 部 都 市 環 境 課 

担    当：小林 祐、三浦 海人 

電    話：0 2 2 - 2 1 1 - 3 1 4 4 

 


